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狭山市の八幡神社の鹿子舞は、約３００年

の歴史を持ち、室町時代から続いていると伝

えれております。 

本年の鹿子舞は、９月１０日（土）と１１

日（日）の２日間、八幡神社と及び旧入間川

地域社寺で奉納されました。 

写真の鹿子舞は白山神社での奉納舞の様子

です。 

８０２０推進財団（http://www.8020zaidan.or.jp/）より 



 

白山神社の鹿子舞 

せんべいは１０キロ、フランスパンは３０キロ、そ

して歯ぎしりが６０キロから８０キロ。これ、ものを噛

むため歯にかかる重力です。 

歯ぎしりにはこれだけ強い力がかかっているので

すから、歯が欠けたり折れたりしても不思議であり

ません。また歯がぐらぐらしたり、アゴがはずれたり

することもあるそうで、歯ぎしりを軽視しているとた

いへんなしっぺ返しをくらうことになります。 

古代エジプトのパピルスにはすでに歯みがきの

処方について記述がありました。インドでもあのお

釈迦様が「朝はやく起き、虫食いのない木を使って

歯をみがきなさい」と啓蒙していた痕跡があります。 

当時の仏典にこのような記述があることからお釈

迦様の言葉として伝えられてきたといいます。ところ

で、「歯をみがく」という考え方は仏教の伝来ととも

に日本に輸入されたそうです。 

★ギシギシ、ガリガリ、カチカチ。 

 

★古今東西、歯磨きの大切さ。 

 

鹿子舞の起源については、その昔、唐の時代に起

こった雅楽の中に太平楽というものがあり、これよ

り変化したものであるといわれ、今から千有余年前

のことのようです。 

 

 鹿子舞発祥の伝説については、一つは後嵯峨

天皇のころ遷都の御会を催された折、空が曇り地

が 鳴り響き、落雷とともに一大音響がして、天竺

国より落下した獅子頭からこの舞が起こったといわ

れます。 

又、他の説には「武蔵の山岳地方に住む鹿猪で

あった鹿猪の頭であり、鹿猪は農作物を荒らすため

神社にあっては鹿猪の頭を飾り供え物をささげ、い

わゆる荒神除けを行ったものがその始まりであると

いわれます。 

★入間川八幡神社 鹿子舞 

 

★ 鹿子舞発祥の由来 

 


